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市営団地の高齢化対策 
入居率向上を訴える 
 

 

老朽化し入居率が低い市営団地は、高齢化が深刻で自治会運

営も困難な状況です。今後の市営団地整備方針をただし、現

在６０歳以上となっている単身入居者年齢制限の撤廃により、

若年層入居促進を進め、コミュニティ機能の維持をすべきと訴

えました。また、不育症への治療費助成金創設、市内４０００人

とされるニートの若者への就労支援の充実など若者の未来を

支える政策の充実を訴えました。（裏面に詳細） 
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 オープンデータ利活用促進に向け 
トヨタ自動車と共催でイベントが初開催されました 

これまで推進を訴えてきたオープンデータ事業。“クルマと道の未来を描く”

をテーマに産官民学によりワークショップ形式で考え、アプリを開発するイ

ベント「アイデアソン」「ハッカソン」が開催されました。ユニークで未来志向

のアイデアが発表され、オープンデータ利活用の具体例が見える大成功の

イベントになりました。今後、市は賞金総額１００万円のアプリコンテストを

開催予定で、更なるオープンデータ利活用の促進が期待されます。 

 家康公四百年祭 駿府天下泰平まつり 
朝鮮通信使行列が再現されました 

駿府天下泰平まつりにおいて朝鮮通信使行列が再現され、地元自治会、

ＮＰＯの方々と通信使の衣装を着て行列に参加させて頂きました。朝鮮通

信使は江戸時代、朝鮮国との間で１２回往還された外交使節団で、家康公

の平和外交の象徴です。平成２８年には日韓共同提出でユネスコ世界記

憶遺産登録を目指しております。本年は日韓国交正常化５０周年の節目で

もあり、地方自治体、民間の更なる交流推進が期待されます。 

 清水次郎長道中保存会 
気仙沼市へ復興慰問に伺いました 

清水とゆかりが深い気仙沼市は東日本大震災により大きな被害が発生しま

した。現在静岡市から復興支援のため２名の職員が派遣されております。

清水みなと祭りでお馴染みの「次郎長道中保存会」は両市の交流、復興商

店街・介護施設慰問、職員激励、シティーセールスの為、３日間、気仙沼を

訪問。私は団長を務めさせて頂きました。気仙沼市長へ静岡市長の親書を

手渡しさせて頂く役目も果たすことができ、実りある慰問活動となりました。 
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９月議会 山梨わたる議会質問より 
 

質問 

 

答弁 

アセットマネジメント基本計画では入

居率の低い団地は廃止対象とする

のか。入居率向上策をどのように考

えるか。 

市営住宅の統廃合の検討に当たっ

ては、入居率の低さのみで廃止の対

象とはせず、現在策定を進めている

「市営住宅アセットマネジメント基本

計画」の中で、建物の経過年数、立

地、規模、入居率などを考慮し、総

合的に判断する。また、存続施設に

ついて入居率を高めることも重要で

あることから、募集方法や入居要件

について調査・研究を進める。 

 

興津本町沢端川 
法面崩壊箇所を整備 

袖師町の市道 
雨水集水口を設置 
 

由比川沿いの市道 
舗装整備 

高橋南町の交差点 
側溝を整備 

地域の声が実現しました。 

質問 

 

答弁 

不育症治療費助成を実施すべきと

思うが、今後どのように対応していく

のか。 

不育症治療は保険診療となってお

り、助成を行っている自治体は少な

く、国の補助制度もない。しかし治療

方法によっては自己負担額が高額

になる場合があり、不育症に悩む

方々にとっては切実な問題であると

認識している。今後は実情を把握し

た上で、対応を検討していく。 

質問 

 

答弁 

若年無業者、ニートの若者に対する

就労支援の現状、及び今後の方向

性について伺う。 

清水テルサ内で就労支援事業を実

施する「地域若者サポートステーショ

ン」では、平成２６年度は１１４９件の

相談があり、９１人の進路が決定し

た。これらの若者が経済的に自立

し、地域社会の担い手となることは

人口７０万人の維持を目標とする本

市にとって重要である。地域若者ス

テーションと連携して自立を促す就

労支援に取り組んでいく。 

 


